
「気づき」から始まる住宅型施設における
看護師の能動的役割

～多職種連携で防ぐ！フレイル予防的ケアモデル～

サンシティ吉祥寺 飯崎 小倉



Ⅰ.サンシティの特色と理念

•サンシティの全体像：

全国に17施設を運営する高齢者住宅事業

•施設の特色（サンシティ吉祥寺）：

• 住宅型施設であり、入居者の主体性と自己決定権を最大限に尊重

する環境。

• 24時間の介護が必要になった場合は、近隣にある介護付き施設

（サンシティ調布）に移り住む入居者が多い。

• 理念として「生涯自立」の実現と「質の高い生活」の提供を行う。



入居者割合

要支援

要介護

Ⅰ.サンシティ吉祥寺の特色と理念

施設概要（サンシティ吉祥寺）：

• 看護・介護職で力を入れている点：

• 予防と自立支援の徹底：病気の治療や介護に留まらず、自立した

生活を継続するための予防的サポートに特に注力している。

項目 内容
全入居者数 306名
平均年齢 83.8歳

要介護・要支援者の割合 22％



Ⅱ.背景と研究の目的

• 施設の課題（役割転換の必要性）：

• 自立支援を基本方針とする住宅型施設であるため、入居者のプライバ

シー尊重を重視する一方で、体調変化の発見の遅れ、生活環境の悪化

といった潜在的なリスクが共存している。

• 看護師の役割が「受動的対応」（健康相談室への来訪による相談業務）

に偏りがちになる構造的課題がある。



Ⅱ.背景と研究の目的

• 【日頃の看護師の関わり実態（年間集計データ）】

• 全入居者306名に対する年間接触回数（2024年）：

• 健康相談室の来訪者対応（受動的）： 10252回 ・居室訪問（能動的）： 587回

健康相談室の来訪者（受動的）

居室訪問（能動的）



Ⅱ.背景と研究の目的

• 問題の焦点化：

• 潜在的なリスクをフレイル（虚弱）概念の早期介入という

視点で捉え直すこととした。

• 厚生労働省が推奨する介護支援事業の「生活機能評価」

をもとに作成した、当社独自のフレイル判定シートを使用

し入居者の振り分けを行った。

• 施設運営職による生活状況のモニタリング

共用部での過ごし方や、日頃のコミュニケーションから

ポイントを合計。

心の状態・身体の状態の項目の両方で判定を行った。



判定シートに入力し、スケールに反映
分布図にし、介入の重要度を一目で
見える化



Ⅱ.背景と研究の目的

• 目的：

• 施設全体の取り組みを通じて全入居者に能動的に関わり、生活に潜むリスク

を把握する。

• その結果をフレイルの視点で整理、評価し、住宅型施設における生活機能低

下の進行を未然に防ぐ視点から、看護師の予防的アセスメントモデルを確立

する。

生活相談員の

「気づき」

看護師による
能動的

「アセスメント」

多職種協同
による介入

生涯自立

と

質の高い
生活



Ⅲ.研究の方法

• 介入対象の選定：

• 全入居者（306名）を対象とした。

• 事前にフレイル判定シートを適用し、「フレイル」

と判定された方（62名）を重点介入者とした。

このフレイル判定群は、介入後のリスク分析・評価軸

として用いた。

• 研究期間：

• 2025年7月1日～2025年8月31日



IV. 看護師のかかわり実態と介入の必要性

• 実態からの課題：

• 日常の関わりは健康相談室での「受動的対応」が大部分を占めている。

• フレイル判定者（約20%）の集団に対し、潜在的なリスクの早期発見には

能動的なアセスメント機会が不足している。

• 熱中症キャンペーンの位置づけ：

• 「受動的」な関わりから「能動的」な関わりへの転換点としてキャンペーン

を捉え、重点介入の正当な理由とした。



活動設計：「暑い夏を乗り切ろう！熱中症キャンペーン」

• 方法：

• 「施設全体の取り組み」として、全居室を訪問。

• キャンペーンは全入居者を対象とし、

フレイル判定は介入後の分析評価に用いた。

• 介入内容：

1. 看護師による体調観察・居室環境確認（アセスメント）

2. 多職種間（生活支援員・介護職）での情報共有とリスクレベル判定

3. 入居者の状態に合わせたサービス（見守り強化、環境調整、医療連携など）を

提案し、協働で実施。



Ⅴ. 結果（1）定量的アプローチ

• 発見件数：

• 重点介入対象者へのキャンペーンを通じ、

合計 8件の潜在的・未報告リスクを新規に発見。

• 意義：

• 本人からは訴えのなかった体調変化と生活機能の問題、

孤立に関する潜在リスクを複数発見した。

• 早期の対応により、重症化、生活機能低下の進行を防ぐことができた

事例が複数確認された。



Ⅴ.結果（2）



Ⅴ.結果（3）
事例１：体調変化の早期発見と多職種連携（脱水）

• 入居者の状態： 電話連絡では体調不良の訴えなし。フレイル判定群。

• 多職種連携の軌跡：

• 施設運営職からの「なんとなく食欲がない」という初期報告。

• 看護師によるキャンペーン訪問時の顔色・倦怠感の専門的チェック。

• 結果： 軽度脱水症状を早期に発見。情報とアセスメントが合致したことで、

重症化を未然に防ぐことができた。

• 結論： 多職種の生活に根ざした「気づき」と看護師の

専門的視点が融合し、早期発見という成果につながった成功事例である。



Ⅴ.結果（4）
事例２：孤立リスクへの多角的アプローチ（転倒後拒否）

• 入居者の状態： 転倒後、看護師の介入を拒否し居室に静養。フレイル判定群。

• 多職種連携の軌跡：

• 生活相談員が「配膳」という日常の業務を継続し、心理的な安全地帯を築く。

• 信頼関係が構築された結果、入居者自ら「腰が痛くて受診したい」と看護師に

医療的ニーズを打ち明け。

• 結果： 適切なケアと病院受診へスムーズに移行。

• 結論： 拒否・孤立というフレイル進行リスクに対し、

生活相談員による継続的な関わりが「信頼の架け橋」となり、

看護介入の土台を築いた。



Ⅴ.結果（5）
事例３：生活環境の改善とQOL向上（不具合・環境）

• 入居者の状態： エアコンの未使用、キッチンからの

異臭・害虫発生が見られた居室。フレイル判定群。

• 多職種連携の軌跡：

• 生活相談員が訪室時に「リモコンの不具合」や「異臭」といった環境の小さな困りごとを拾い上

げ、看護師へ情報共有。

• 看護師が、「居室環境の悪化」というフレイルの悪化要因であることをアセスメント。

• 結果： 有料清掃の提案や機器操作の支援を実施。環境要因を取り除くことで、

入居者のQOL向上につなげた。

• 結論： 多職種による環境要因への協働介入が、自立を妨げる要因を除去し、フレイル

予防に貢献した。



Ⅵ.考察（1）フレイル視点による介入の正当性

• 介入への抵抗回避：

「熱中症キャンペーン」という建前が、住宅型施設特有の「プライバシー・自己

決定権への配慮」を担保しつつ、介入への抵抗感を大幅に低減させた。

• リスクの可視化：

フレイル判定を整理する評価軸として用いることで、リスクの特徴を明確に示す

ことができた。

• QOLの向上：

拒否事例から見えたように、環境要因や孤立を防ぐことは、自立の維持とQOLの

向上に直結する。



Ⅵ.考察（2）予防的看護の確立と役割

• 総合的アセスメントの重要性：

• 日頃の「受動的」対応では得られない生活環境を含めた情報を得ることで、

健康問題の超早期発見（二次予防）と、フレイル進行の未然予防（一次予防）

を両立させた。

• 看護師の役割：

• 住宅型施設において、看護師は多職種の気づきをフレイル概念で統合し、

専門的アセスメントと医療連携を担うという、主導的な役割を確立できた。
• この役割は、高齢者の健康管理だけでなく、私たち看護師自身のやりがいと

専門職としての責任感にもつながる重要なプロセスである。



Ⅶ.結論と今後の展望

• 結論：

• フレイル判定結果を応用した「日常業務をきっかけとする能動的な多職種

介入」により、自立支援と安全確保の両立モデルを確立できた。

• 全入居者を対象とした能動的な居室訪問による予防的アセスメント介入に

より、日常の受動的関わりでは把握されにくい生活機能低下の兆候や潜在

的リスクを早期にとらえることが可能であった。

• これらのリスクは、介入後の評価においてフレイル判定群に多く認められ、

フレイル概念が生活機能低下を捉える有効な評価軸として機能することが

示唆された。



Ⅶ.結論と今後の展望

• 今後の展望：

一過性の取り組みではなく、住宅型施設における日常的なケアプロトコル

（標準業務）として定着させる。

1．能動的介入の「仕組み化」

熱中症、感染症など季節に応じた「能動的訪問」の年間計画策定

2．安心を基盤とした「自己決定」の支援

潜在的リスクを早期に解消することで、自由で自立した生活を守り抜く

3．「生活機能の維持」から「向上」へ

フレイル進行予防に留まらず、多職種協働による改善プログラムの実施
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• 日本老年医学会：高齢者フレイル予防ガイドライン

• 厚生労働省：地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（多職

種連携に関する記載）

• 東京都健康長寿医療センター：独居認知症高齢者の自立生活を支

える訪問看護の実践ガイド



ご清聴
ありがとう
ございました
ご質問がございましたら、どうぞ
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